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869年 7月 9日 貞観地震・津波 M8.3以上
1611年12月 2日 慶長三陸地震津波 M8.1 最大震度5
1978年 6月12日(月) 17:14 宮城県沖地震 M7.4 震度5
1998年 9月15日(火) 16:24 宮城県南部地震 M5.2 震度4
2003年 5月26日(月) 18:24 三陸南地震 M7.0 震度5弱
2003年 7月26日(土) 7:13 宮城県北部地震 M6.2 震度4
2005年 8月16日(火) 11:46 宮城地震 M7.2 震度4
2008年 6月14日(土) 8:43 岩手・宮城内陸地震 M7.2 震度5弱
2010年 6月13日(日) 12:33 福島県沖 M6.2 震度4
2011年 3月 9日(水) 11:45 三陸沖 M7.3 震度3
2011年 3月11日(金) 14:46 東日本大震災 M9.0 震度6弱




































1日平均（通常期） 平日2,500人 / 休日1,200人

















































• 建物： ●危険 28棟 （ 4.7％）











































































4/  6(水) ・入学式1か月延期
・生活物資・ガソリン等の
入手が徐々に回復

















5/ 2(月) ・製本雑誌の暫定配架終了 ・第1次補正予算成立
5/ 6(金) ・学部毎の入学式























































































































– 拡声器 − 救急用品
– 懐中電灯 − ヘルメット
– 手回し充電式携帯ラジオ − ホイッスル etc.
• 避難経路・非常口の整備・周知
• 防災訓練の実施、防災マニュアルの整備
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まだまだ整備の途中
そして
常に考え続けなければならないこと
考えておきたいこと
• スタッフ一人一人がイメージトレーニングを繰り返す
災害の種類毎に： 地震、火災、台風… 
場面毎に： 日中、夜間・休日開館時、閉館時…
自分の居場所毎に： 閲覧室、書架、地下書庫、事務室…
• 日頃から図書館の存在をアピール
学生や教員、他部局といい関係を築いておく
• 情報発信の手段、ソーシャルメディアの活用
• 各地域・各都道府県内での館種を超えた
図書館ネットワーク、連絡調整窓口の形成
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全国からのご支援（1）
• 被災大学構成員の他大学図書館利用
（資料の閲覧・複写・貸出、PCの利用、個室の利用など）
– 東北大学の学生421名・教職員36名が全国の国立大学
図書館にお世話になりました。（4月13日時点調査）
• 電子ジャーナル・データベースの無料提供
– 東京大学及び京都大学のサイトへのアクセスにより、
無料で検索・閲覧が可能となりました。（3月中旬～5月中旬）
– 主要な12の出版社により、一部の電子ジャーナル・デー
タベースが無料公開されました。
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ご支援いただいた全国の皆様に厚くお礼申し上げます。
全国からのご支援（2）
• 多数の支援物資・お見舞
– 全国の大学図書館・関連組織、職員の皆様から、多数
の支援物資をお送りいただき、また、お見舞・励ましの
言葉を頂戴しました。
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ご支援いただいた全国の皆様に厚くお礼申し上げます。
食料（ボランティア・スタッフ用に） 使い捨てカイロ（利用者用に）
